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第 1回三田市高齢者外出支援策に関するあり方懇話会 会議録 
 

【日 時】 令和 5年 7月 6日（木曜日）10時 00分～11時 30分 

【場 所】 三田市役所本庁舎 3階 303会議室 AB 

【委員出席者】10名 

大和委員・足立委員・石塚委員・宮成委員・平井委員・今井委員・ 

小田桐委員・人見委員・岡田委員・上野委員 

【オブザーバー出席者】2名 

神姫バス株式会社三田営業所 宮本副所長 

神戸電鉄株式会社鉄道事業本部運輸部 村上課長 

 

【次 第】 

１ はじめに 

２ 委員紹介 

３ 開催趣旨について 

４ 現状制度及び課題について 

５ おわりに 

６ その他 

 

【議 事】 

事務局 開会 

まちの再生

部長 

委員の皆様におかれまして心よく懇話会委員をお引き受けいただきま

してありがとうございます。 

三田市では平成 11 年度から高齢者外出支援施策として、高齢者の日常

の移動支援事業を進めてきました。しかしながら、ご承知のように高齢化

の進展とともにライフスタイルが変わってきています。そのような状況を

踏まえて、高齢者の外出支援のあり方を見直すべき時期にきていると考え

ているところです。今後も持続可能な制度づくりに向けて新たに検討して

いくために、懇話会委員のご意見をいただきたいと考える次第です。高齢

者の外出支援、社会参加支援、私もいずれは高齢者になるのですが、いつ

までも元気で暮らしていけるように努めてまいりたいと考えています。本

日は、よろしくお願いいたします。 

事務局 ・資料確認 

・委員紹介 

・座長・副座長選任 

（座 長）関西学院大学 人間福祉学部 教授 大和 三重 氏 

（副座長）甲南大学 経済学部 教授 足立 泰美 氏 

座長 本日の懇話会の趣旨説明をしてください。 

事務局 本市は平成 11 年度より、高齢者外出支援制度を推進してきました。こ

れまで少しずつ見直しながら、基本的な制度については当初とおり行って

きました。 
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しかし、高齢者福祉を取り巻く複合的な課題がある中で、本制度の使い

勝手や高齢者自らの外出意欲や外出目的の多様性において、高齢者外出支

援制度と高齢者福祉との関係性の課題が明らかになってきました。 

また、公共交通の需要も高まっていく中、高齢者外出支援制度を持続可

能な制度として今後も有効的に活用していただくことを考えていますが、

少子高齢化がますます進む中で、健康的な生活の維持という好循環を目指

す必要から、今後は福祉的視点、公共交通の視点、高齢者外出支援の視点

からの検討が必要と考えています。 

座長 次に、次第 4の「現状制度の課題」について説明してください。 

事務局 次第 4「現状制度の課題」について説明 

資料「現状制度の課題」1～14ページの説明 

座長 事務局の説明について、ご意見ご質問等がありますか。 

A委員 「現状制度の課題」10ページ（自家用有償旅客運送等）をもう少し詳し

く説明してください。どのように住民が利用しているのか知りたい。 

事務局 おでかけサポート事業について説明します。 

自家用車を使って、自宅近くのごみステーションやバス停までつなぐと

いう取組みです。例えば広野地区についてですが、自宅近くのゴミステー

ションから小野地区のバス停まで送迎しています。小野地区のバス停は、

広野地区に比べてバスの便が比較的多く、小野でバスに乗り換えて三田駅

方面に向けて移動することができるという仕組みになっています。 

事務局 このおでかけサポート事業として、広野地区も小野地区もまちづくり協

議会とともに作り上げてきました。住民への周知についてはパンフレット

を作って地域の全戸に配布して利用促進を図ってきました。 

その後の利用促進は、各地域それぞれで取り組まれていますが、広野地

区では「かわらばん」を出されて呼びかけなどの周知と利用促進に努めら

れています。 

また、地域ボランティアが口コミで、利用されたら良いと思う方に呼び

かけたりされています。口コミが結構利用につながっているように思いま

す。 

A委員 9ページまでと少し違うので、関連性がわかりにくい。 

事務局 9ページまでは、外出支援の現状について説明していて 10,11,12ページ

は地域に対して、あるいは公共交通に対して市が行っている施策の紹介と

いう趣旨で記載しています。 

おでかけサポート事業については、市内全地区に一緒にやりませんかと

呼びかけたところ、広野地区も小野地区が手を挙げられたということで

す。 

A委員 その他の地区にも PR、呼び掛けているのですね。わかりました。 

B委員 9 ページの地図について、バス・鉄道を利用したくても使えない人がい

ます。 

私たちは外出支援を行っているが、利用者から 400円を頂いている。ボ
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ランティアには 800円を払っている。これは年数がたっても改善されない。

地域コミュニティで考えないと解決しないのではないか。タクシーチケッ

ト補助は焼け石に水で、高齢者全員が使うと大変な額になる。外出支援の

事業費が 6,000万円というのを初めて知りました。 

C委員 説明を聞いて運賃助成を年間 7,500円全額使う人はいない。運賃助成が

高齢者の外出につながるという考えは古い。今はちがう。医療、福祉、健

康活動とおでかけサポートとの関係は初めに 7,500円ありきであり、これ

を変えないといけない。 

D委員 高平地区でも、同じようなことがあります。サポート高平があって、ア

ンケートをしながら立ち上げました。その後、市の肝いりでモデル地区と

して最初はバス停まで送迎することを考えていました。 

今は、ガソリン代金として一回利用ごとに 150円受け取りますが、電話

代で消えます。高平内の送迎は無料でしたが、それがボランティアの負担

になっています。7,500円の 10％でもサポート高平に還元していただくと

ありがたい。利用者は 150円払えば利用できるという考えになり、半額助

成というが、他地区の助成を融通してもらえたらと思う。 

ボランティアの手配、調整のために 2週間前から準備している。また、

万が一の場合個人の責任にならないようにしないと続けていけない。その

ため行政等の支援がほしい。 

事務局 おでかけサポート事業については、我々も呼びかけてきましたが、担い

手の問題をはじめとして、いろいろな問題をお聞きしています。 

また、路線バスは利用しないと路線がなくなります。いろいろな人が利

用できることが公共バスの意義ですから、みなさんが一緒に作ったおでか

けサポート事業としての有償ボランティアは、最寄りのバス停までの送迎

になっていて、公共交通を利用するための「ラストワンマイル」となって

います。そこは、他の地区でも検討していただいているところです。 

副座長 運賃や利用率、今の問題として「ラストワンマイル問題」、利用額の見直

し、補助対象の見直し、財源の見直しなどが必要と感じました。 

E委員 三田市で住民が主体になってやっていることに驚きました。住民、行政

の対話から新しい高齢者外出支援のあり方が見えてくると思いました。 

B委員 外出支援を行っている私の団体は、保険を掛けるために法人化しまし

た。無償ボランティアは考えていません。 

座長 住民の自主活動を支援するために行政の適切な助成行うということで

課題を整理してみるという方向でいかがでしょうか。 

事務局 資料の 14ページにあるように、対象者（ターゲット）は幅広いので、多

様な個別事項などを整理して全体像がわかる資料を作成したいと思いま

す。 

座長 時間がまいりました、本日は、ありがとうございました。これにて懇話

会を終了いたします。 
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事務局 閉会 

次回 9月 15日（金曜日）午前 10時～ 303会議室 AB 

 


